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研究成果の概要（和文）：　ゴードン・マッタ＝クラークは都市のなかに放置された建物に入り込み、かつて住
人をとり囲んでいた床や壁を切り取って新しい空間に変える行為を行った。こうした行為は、既存の建物から思
いがけない新しい構造を生み出すとともに、人々がどのような空間に生きていたのか、それはなぜ廃墟となった
のかを考えさせるものだった。
　マッタ＝クラークはこのような活動を始める前に、樹木を用いた作品を制作し、合わせて植物を大量に描いて
いたが、これらの建築に関する作品との関係は不明だった。本研究では、マッタ＝クラークが、環境によって変
化し、環境を変化させる樹木を、我々を取り囲む建築を考え直すときのモデルとした可能性を提起した。

研究成果の概要（英文）：Gordon Matta-Clark intervened into abandoned buildings, cut into and removed
 walls and floors which had once surrounded inhabitants. Such activities brought unanticipated 
structures from the usual buildings. They also offered insights into the character of our living 
environment and the ways they came to be abandoned.
Before starting working with buildings, Matta-Clark worked with trees and drew a lot of plants, too.
 However, the relationship of these early works and  the ‘building cuts’ works was obscure. In 
this research, I propose to see the trees as the models of structures which transform their 
environment one another. ‘Tree’ can be a clue for him to think of the relationship of buildings 
and their environments.
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１．研究開始当初の背景 

 ゴードン・マッタ＝クラークは 1970 年代

に、変化する都市にとり残された建物の中に

入り、床や壁を切り取った作品で知られてい

る。これらの作品は、高度成長期の都市化に

伴って発生した諸問題、とりわけ都市に集中

した人々の規格的な空間への封じ込めと孤

立への批判と見なされてきた。マッタ＝クラ

ーク自身も、こうした状況や、この状況を促

進したモダニズム建築に対して批判を行っ

ている。 

 しかし、マッタ＝クラークが建物に対する

作品を始める以前の活動の意味は、十分検討

されてこなかった。研究代表者は、彼の初期

の活動に注目するなかで食のモティーフを

検討し、それを都市と自然を結びつけるもの

と考えた。本研究は、そこで見出されたマッ

タ＝クラークの自然観を、さらに探求しよう

とするものだった。 

２．研究の目的 

 本研究は、ゴードン・マッタ＝クラークの

1969 年から 1973 年までの、樹木を描いたり

樹木を用いた諸作品を検討し、マッタ＝クラ

ークの自然観を明らかにすることにより、マ

ッタ＝クラークの都市をめぐる活動にも新

たな意味を見いだすことを目的とした。 

３．研究の方法 

（１）素描作品の分析 

マッタ＝クラークは、建築や住居に関わる作

品の予備的スケッチだけでなく、樹木の素描

を多数残している。これらの全体像を把握し、

自然をモティーフとした素描の特質を明ら

かにする。 

（２）アース・アートとの関係 

マッタ＝クラークは、1969 年の「アース・ア

ート」展の展示作業に参加し、そこで出会っ

た芸術家と交流を続けた。彼らの作品との関

係を検討するために、アース・アートに関す

る研究を概観する。 

（３）1970 年代の思潮との関係 

カナダ建築センター所蔵のマッタ＝クラー

ク旧蔵書を手がかりに、同時代の思想的環境

とマッタ＝クラークの自然観の関係を考察

する。 

４．研究成果 

（１）素描作品の分析 

1997 年にゲネラリ財団（ウィーン）で行われ

たマッタ＝クラークの素描の展覧会の際に

調査・作成されたカタログ①を出発点として、

デヴィッド・ツヴィルナー・ギャラリーで２

度の素描作品調査を行った。これにより樹木

をモティーフとした作品のデータベースを

作成した。また、植物の素描に直接言及した

インタビュウ音声資料を入手して、分析した。 

その結果、樹木の素描に、建築と互換され、

建築を改変する構築性、暗号的性格、エネル

ギーの回路としての都市とのアナロジーを

見いだした。 

（２）アース・アートとの関係 

文献による研究のほか、「エンド・オブ・ジ・

アース：1974 年までのランド・アート」展②

調査、コーネル大学美術館アーカイヴでの

「アース・アート」展資料調査、スミソニア

ン研究所アメリカ美術アーカイヴ（スミッソ

ン＆ホルト・コレクション、ドゥワン画廊コ

レクション）での「アースワークス」展資料

の調査を行なった。 

以上から、とりわけロバート・スミッソンか

らの影響を考察した。スミッソンにとって重

要な概念であった「エントロピー」がこれま

でのマッタ＝クラーク評価において重視さ

れてきたのに対して、マッタ＝クラーク作品

には、より循環的な自然観をみることができ

ることを提起した。 

（３）1970 年代の思潮との関係 

マッタ＝クラーク旧蔵書と同じ本や、これら

の本の日本語訳等を収集し、マッタ＝クラー

クの読書歴を調査した。また、旧蔵書を所蔵

するカナダ建築センターで、蔵書の書き込み

等を精査した。 

 M. バーマンの著述③から、マッタ＝クラ



ークの蔵書の、錬金術、ユング、サイバネテ

ィクスなどの主題を、グレゴリー・ベイトソ

ンに代表される当時の新たな関係論の連関

の中で捉える視点を示唆された。また、

1960-70 年代の美術を「エコロジー」から論

じる J. ネスビットの研究④等を手がかりに、

マッタ＝クラークの自然観と、作品の変化を

関係の連環に委ねるポスト・ミニマリズムと

の関連性を見出した。 

 以上のことから、マッタ＝クラークの初期

作品における樹木と、のちの建築に介入する

作品との関係が考察できる。彼は、土壌から

水や鉱物成分を吸い上げ、上に向かって伸び、

環境に影響を及ぼし、また、環境によっては

枯れていく樹木を、エネルギーの循環のモデ

ルと見なしていた可能性が高い。このことか

ら、樹木と建築物を二重化する素描や作品

（《ツリー・ダンス》または《ツリー・ハウ

ス》）を、モダニズム建築に対する批判的形

象、アレゴリーとして理解できる。建物の切

断はこれまで、モダニズム建築への批判であ

ると同時に、絶えず破壊されていく都市の強

調とも見なされてきた。しかし初期の作品を

重視すれば、建築を都市のエネルギー循環の

一環として位置付け直そうとする視点を、こ

れに加えることができる。マッタ＝クラーク

の建築改変は、「呼吸する建築」と言うべき

イメージを喚起するものなのである。 

 本研究課題については申請当初、小展示に

よる作品の紹介とそこでの配布物による成

果発表を計画していたが、関係者との調整等

から展覧会は先送りされた。そのためこれに

代えて 2015 年度末に研究フォーラムを企画

開催し、2016 年度に研究期間を延長した。

2016（平成 28）年度（最終年度）は、研究フ

ォーラムの記録として報告書を作成した。ひ

きつづき、展覧会等により研究の成果を発信

する予定である。 
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